
 

 令和元年度事業報告 

概要 

我が国は、人口減少・少子高齢化が一段と進み、労働人口の減少の深刻化により

人手不足分野・現役世代を支える分野への労働力の確保などにシルバー人材センタ

ーへの期待はますます高まってきています。国はセンター事業の支援として、高齢者

活用・現役世代サポート事業等に雇用保険特別会計からの補助金を増額し、人手不

足分野への労働力の支援を推進しています。社会の一員として生涯現役で活躍する

ことは、生きがいや誇り、健康の維持増進にも繋がり、センターの果たす役割はこれま

で以上に重要となってきています。 

しかしながら、シルバー人材センターの現状は、会員数の減少、事業実績に於いて

も契約件数、契約金額は思うように伸びず、厳しい状況が続いています。シルバー人

材センターは地域に密着した仕事や社会貢献活動など地域社会を支える公益的分

野において存在感が期待されるところです。 

安全管理では就業に関連した事故が１３件発生しており、会員個々人の安全に対

する取り組みに於いては、安全就業促進大会及び安全就業総決起大会の開催、就

業現場を巡回する安全パトロールなど啓発に努めてきました。安全標語の募集は７４

点の応募があっており、優秀作品３点を安全就業促進大会で表彰を行いました。 

就業開拓では自治会長を訪問し、リーフレット・ポスターによる啓発を行い、不動産

業者、保育所、福祉施設、事業所等の就業案内を行い就業機会の開拓に努めまし

た。  定例理事会及び臨時理事会を計５回開催、各専門委員会を定期的に開催し

ました。本年度の事業実績は１２，９９１万円、労働者派遣事業の受注件数は１０件でし

た。会員数は３月末現在で２４８名となり、昨年より会員数は１２名の減となりました。 

地域の支え手となるセンターとして、地域の皆様、事業所の皆様並びに関係機関の

理解を得ながら、会員、役職員が一体となり期待に応えられるセンターを目指しまし

た。 

以下、令和元年度の具体的な取り組みについて報告します。 

 

一 雇用によらない臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務に係る就業機

会の確保・提供事業、社会参加のための支援 

 

就業開拓提供等事業 

（１） 受託事業（一般） 

・就業機会開拓委員会では自治会公民館、市内にマンション・アパート等を管理 

する市内外の不動産業者、保育所、福祉施設を個別訪問し就業機会の開拓に努

めました。 



 

・ワンコインサービス事業では、７０歳以上の高齢世帯を対象とし事業を実施、19 

  件の実績を得ました。 

 主な就業分野 

 ・個人宅等における庭木の剪定作業や草取り作業 

 ・市から委託を受けた市内草刈作業、公園等の清掃・草取り作業 

 ・子育て・福祉・家事援助サービス事業 

 ・介護予防日常生活支援総合事業 

・事業所から委託を受けた清掃作業など 

 ・着物着付け（七五三、成人式、入・卒業式）サービス事業 

・親と離れて暮らす子ども等が発注者となる（親孝行支援サービス事業） 

令和元年度 

就業実人員 就業延人員 就業率 契約金額 

243人 26,155人 98.0％ 126,922千円 

  

（２） 独自事業 

    会員の創意と工夫により企画し、臨時的短期的な就業またはその他軽易な業

務に係る就業機会を自ら創出する事業を実施しました。 

・地域の公民館やＪＡゆめ畑において週 2 回（１月を除く）、一般家庭の包丁や剪

定鋏などの刃物研ぎを実施 

・いきいき情報センターで週３回一般市民を対象にしたパソコン教室を実施 

・女性会員による古着等を利用した小物等の製作、センター事務所、イベント等

で販売 

    ・革製品に精通した会員の指導により基礎知識を学ぶレザー教室を開催 

   ・樹脂粘土を使用した作品作りを体験する教室を開催 

   ・電話や日常使うと便利なアプリ等の操作や使い方など習得する教室を開催 

令和元年度 

就業実人員 就業延人員 契約金額   

  25人 837人 2,989千円 

 

二 雇用による臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務に係る就業機会の

確保・提供事業 

 

 労働者派遣事業 

  地域社会における就業ニーズと高齢者が求める就業形態の多様化に応えるため

臨時的かつ短期的又はその他の軽易な業務の範囲において労働者派遣事業を推

進し高齢者の就業機会を拡充・提供しました。 



 

 労働者派遣事業に係る業務については、連合会と派遣労働契約及び雇用契約に

ついて随時事業相談を行ない、幅広い就業分野の開拓に取り組みました。 

太宰府市実施事務所 令和元年度 

就業実人員 就業延人員 雇用就業率 契約金額 

9人 730人日 3.6％ ２，９１８千円 

 

三 高齢者の就業機会の確保や社会参加活動を発展・拡充するための普及啓発、情

報提供、研修・講習、相談・助言、調査研究等 

 

１ 普及啓発事業 

（１）広報活動 

  ・シルバー事業の理解と支援が得られるよう、市民や事業所等に広く周知するため、

機関紙「シルバー太宰府」及びホームページ、ｆａｃｅｂｏｏｋ等並びに太宰府市の広

報誌などを活用した広報と情報公開を実施しました。 

  ・シルバー人材センター普及啓発促進月間にあわせた筑紫地区五市の合同でキャラ

バン隊を編制、広報活動を実施しました。 

 ・地域のイベントに参加、会員が制作した作品の展示販売を通してシルバー事業の

周知広報を行いました。 

 ・各自治会公民館にポスターの掲示、リーフレットの設置等により広報活動を行いま

した。 

 ・会員拡大の一環として一般市民を対象として剪定講習会を開催、９名が受講されま

した。 

（２）社会参加活動 

・高齢者の社会参加の促進と地域住民との交流、シルバー事業の理解と周知及び

地域社会の活性化に寄与するためボランティア活動を実施しました。 

・会員によるボランティア班「里山を守る会」が政庁跡周辺と市民の森、御笠川遊歩

道、政庁通りのゴミ・空き缶の回収などの美化活動を 5回実施、延べ 78名が参加し

ました。 

・毎年 10 月をシルバー人材センタークリーンデーとして、各地域区の通学路や公園

等の清掃・美化活動に 108名が参加しました。 

 

 ２ 安全・適正就業推進事業 

（１）安全就業対策 

 ・「安全はすべてに優先する。」の理念のもと、高齢者が自らの健康の維持、センター

が提供する仕事を安全・適正に遂行できるよう啓発活動を行い安全意識の高揚を

図りました。会員の意識も高まり事故の発生件数は１３件でした。 



 

 ・「安全就業促進大会」では８２名が参加、安全標語の表彰、会員による事例発表、

交通安全講習「安全に絶対はない」について JAF 福岡支部事業課交通環境係が

講師となり交通安全講習を実施しました。 

・剪定、草刈、草取り就業会員を対象とした「安全就業総決起大会」では５０名が参

加しました。 

・安全適正就業委員会で就業現場を巡回し「安全に対する心構え」、「作業前のミー

ティング」、「作業道具の整理」等の状況など安全作業チェック表によりチェックを行

い、安全就業に関するパトロールを８回、延べ４３か所のパトロールを実施しました。 

・福岡県連合会主催の安全就業促進大会では４２センターが参加し、優良センター

の表彰、安全標語の表彰、事例発表、安全就業宣言がなされました。 

（２）適正就業の徹底 

 ・就業適正要綱に基づき、センターの趣旨目的に沿った公平で適正な就業機会の

提供を進めました。 

・ワークシェアリング等により多くの会員に公平な就業機会を提供するため、会員の

希望に沿った就業提供、未就業会員の解消に努めました。 

・職種あるいは作業現場毎にグループを編成、打ち合わせの徹底等、ワークシェア

リングにより可能な限りローテーション枠を拡大し公平な就業機会の提供を図りまし

た。 

 

３ 相談事業 

（１）就業相談の実施 

   会員及び入会を希望する地域の高齢者を対象に随時、来訪や電話等により就業

相談を行いました。 

（２）入会説明会の開催 

   会員の紹介特典制度並びに事前登録制度を創設、合同入会説明会は毎月１回

開催し、希望する就業について個別の面談を行ない入会促進に努めました。 

 

４ 研修・講習事業 

(１) 就業希望者及び経験者の技術向上のための「高齢者活躍人材育成事業」講習修 

了者は 2名でした。 

（2）入会１年未満の会員を対象に新入会員研修会を開催１１名が参加。各専門委員

会の活動、就業会員の体験発表、接遇研修（接遇マナー）などを行い就業機会の

拡大に努めました。 

（3）筑紫・糸島地区の「子育て・福祉・家事援助サービス事業会員合同研修会」に３名 

が出席しました。 

(4)会員を対象とした「調理会」に１３名が出席、課題の食材からグループ毎に献立を作 



 

り、調理したものをビュッフェ形式で試食懇親会を行い、有意義な会員間交流会とな 

りました。 

 


